
動画週刊誌「週刊西田」　西田昌司がズバッと答える一問一答

「今年を漢字一字で表すとしたら何ですか？」
平成 30年 12月 19日

●明鏡止水さん、とろっこさんからの質問

西田先生が、今年を漢字一字で表すと何にしますか。

●西田昌司の答え

この質問をいただいた時、今年は何があったのかと考えても随分と忘れ

てしまっていることに気が付きました。そこで「忘」という漢字が思い浮

かびましたが、それではあまりに失礼な回答ですので少し思い返してみま

した・・・。今年を漢字一字で表すとしたら「強」とでもなるのではないで

しょうか。

「強」は「強い」ではなく「強欲」の「強」です。年末にゴーン会長が逮捕

されて非常に大きなニュースとなりましたが、強欲なゴーン会長にひっかけ

て「ゴーン欲」とでも言いたくなるくらい、今の日本には強欲資本主義がま

かり通っています。

ゴーン会長はアウトソーシングと非正規雇用の拡大によって日産自動車を

V字回復させましたし、ゴーン会長のみならず多くの経営者がそのような手

法によって会社の業績を上げました。しかしその結果、労働分配率が下がっ

て国民の給料が減ってしまいましたし、この 20年間、日本の給与は横ばい

です。

安倍内閣によって正規採用が増えて給料も上がりつつありますし、官製春

闘という形で大企業に賃上げを呼び掛けてはいますが、まだまだ足りませ

ん。給料が上がって国民の所得が増えることによってはじめてデフレからの



脱却も実現するのです。

今の日本は「分かち合い」「調和」といった価値観がどんどんと薄れてし

まって「強欲」がはびこっていますし、これは日本に限らず、アメリカファー

ストを掲げるトランプ大統領率いるアメリカもそういった傾向にあるので

しょう。

来年こそは「強」から決別したいものです。
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